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□パネルディスカッション       
 

□司会 

皆様、お待たせいたしました。只今より、

地域づくり表彰の審査会委員と受賞団体

によるパネルディスカッションを行いま

す。 

パネリストは、今回、受賞された団体よ

り５団体及び地域づくり表彰審査会員よ

り５名です。受賞された団体の方々より

ご紹介いたします。 

特定非営利活動法人日高わのわ会事務

局長の安岡千春様、鹿部町製品開発研究

会会長の高橋昱彦様、かまくら応援隊か

まくら祭り運営委員長の鈴木誠一様、特

定非営利活動法人ほほえみの郷トイトイ

事務局長の高田新一郎様、特定非営利活

動法人今庄旅籠塾事務局長の北村泰生様

でございます。 

続きまして審査会委員の方々をご紹介

いたします。都市計画家、西郷真理子様、

フリーキャスター・事業創造大学院大学

客員教授、伊藤聡子様、雑誌「ＴＵＲＮＳ」

プロデューサー、堀口正裕様、東京大学大

学院工学系研究科准教授、瀬田史彦様、全

国地域づくり推進協議会会長、佐賀県唐

津市長、峰達郎様でございます。 

 

また、コーディネーターは、地域づくり

表彰審査会座長の安島博幸様でございま

す。 

これより、パネルディスカッションの

進行は安島座長にお願いいたします。 

 

安島座長よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

□安島座長 

本日は、地域づくり

活動の促進につなが

る活動の実践例や地

域の問題解決に向け

た方策についてパネ

ルディスカッション

を進めてまいりたい

と思います。 

最初に、議事の進め方についてご説明

させていただきます。まず、パネルディス

カッションにご参加いただいた地域づく

り表彰受賞団体の代表の方々から、受賞

するにあたって苦労したこと、出てきた

課題、その課題を解決するために工夫を

したこと、そして活動が成功した秘訣等

について、まずお話をいただきたいと思

います。続きまして、各委員からご意見、

ご質問をいただきたいと思います。その

後で、地域づくりの活動の方向性につい

て少しまとめをさせていただきたいと思

います。 

それでは、実際に地域づくり活動を行

っている団体の方から、活動するにあた

って苦労したこと、出てきた課題、その課

題を解決するために工夫をしたこと、活

動が成功した秘訣等についてお話しして

いただきたいと思います。最初に、特定非

営利活動法人日高わのわ会、安岡様にお

話をお伺いしたいと思います。では、よろ

しくお願いいたします。 

 

□安岡氏 

わのわ会の安岡と

申します。本日はあり

がとうございました。 

わのわ会のある日

高村は人口５，０００

人を切っております。

わのわ会が始まって

１５年になりますが、その頃には６，３０

０人の人口がおりました。年間１００人

の人口減が進んでいる村です。その村の

中で何をしてきたかというと、困り事を
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解決するコミュニティビジネスの開発と

展開を行ってきました。多岐にわたって

おりまして、活動している内容を４分と

いうのはなかなか難しいところがありま

すので、またホームページ等見ていただ

ければと思いますが、２３事業ぐらいを

行っております。 

困ったこととか、というお話だったの

ですが、やってきて何か困ったこととか

課題とかということはあまり感じており

ません。すみません。活動は、地域に困っ

たことがあるから何か解決しようという

ことで始めておりまして、地域活性化と

かいう明確な目的があって活動を始めた

わけではなくて、困ったことを解決しよ

うということでお母ちゃん達が立ち上が

ったというところがあります。なので、困

ったことがあると、それが全てビジネス

になっていくというふうな形でしたので、

自分達の困ったことというのはあまりな

くやってきました。 

ここで皆さんにどうやって達成できた

かと言われる部分も、まだまだ、これから

先進むものであって、展開していくもの

であるので、今回受賞させていただいて

達成感はすごくあるのですが、まだまだ

事業自体は達成していないと思っており

ます。これから先、長く発展していくとい

うか、そういう風に色々形を変えながら

発展していくものになっていくのだろう

なと思っております。ですので、どう困っ

たことを言えば良いのか、できる人がで

きる力でできることをやってきたらこの

活動になったというところが、私達の特

徴であります。またホームページなり、今

日お配りした冊子なりを見ていただけれ

ば良いなと思っております。 

 

□安島座長 

うまく活動が続いて、成果を上げられ

た秘訣は何だったと思いますか。 

 

□安岡氏 

やっぱり人ですかね。お母ちゃん達の

輪、「わのわ」というのは、人の輪、話の

輪、平和の輪が続いて大きな輪になると

いうことを目標に「わのわ会」という名前

をつけたので、お母ちゃん達の輪がうま

く回っている点と、細やかな心遣いと気

づき、お互いの連携ですかね、報・連・相

がうまくいって、揉めることもなく、みん

なで今までやってこられたのが、この成

果につながっていると思います。ありが

とうございます。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

それでは、続きまして鹿部町製品開発

研究会の高橋様にお話をお伺いしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 

□高橋氏 

私から一言申し上

げます。私は、北海道

の鹿部町から参りま

した、製品開発研究会

の高橋昱彦と申しま

す。 

私どもの研究会の

最大のモットーであります特産品による

地域おこし、これが我々の最大のテーマ

でございます。今回は、その中で苦労の話

と課題について、若干ですが、この２点ほ

どに絞ってお話しさせていただきます。 

１点目は、これは他町村でもあると思

うのですが、地域づくりは誰かがやるも

のだという他力本願的な考え方です。２

点目は、軽石干しを今回出したのですが、

残念ながら漁業者や加工業者になかなか

理解、賛同が得られなかった。これがちょ

っと残念ですが、そのようなことがあり

ました。これは苦労の方の話です。１点目

の、地元の人の意識ですが、人口４，００

０人を切る高齢化、漁獲量の減少、それか

ら雇用の場も減少している中で、何回も

言いますが、町民からの危機感がちょっ

と薄いような気がします。これはやっぱ

り今までの漁業補償とか助成金・補助金

頼みの生活をしてきたというところが大

きな原因だという気が私はしていますが、
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そんな中で、我々土木・建築自営業者等で

異業種の交流メンバーとリゾートに転入

者がたくさんおりますが、その人達とで、

補助金に頼らない、地元素材を活用した

継続的な製品開発、こういうことができ

ないだろうかということで始めました。

最初は、小さい町ですが、物好きが大した

ことはできないだろうという冷ややかな

反応でございましたが、活動する中で意

外な地域力が見えてきたことは最後に申

し上げたいと思います。 

２点目につきましては、漁業者、加工業

者の反応です。まず、漁業者につきまして

は、魚は鮮度が良いものを出荷するのが

一番良い、これは当たり前の話なのです

が、これはその人達にとっては当たり前

なのですが、我々が考えたのは、付加価値

をつけて、これからの時代にもう少し幅

を広げたらどうだ、こういうお話をする

のですが、本当に取りつく島もない状態

でございました。さらに、加工業者ですが、

加工業者に軽石干しの製造依頼をしまし

たが、見込みも立たないものにコストは

かけられないという、こんなお話でござ

いました。ところが、そんな中で１社大変

協力をしていただけるところがありまし

て、今でもそのまま続いております。軽石

製造から約５年経ちましたが、おかげさ

まで、ふるさと納税の返礼品、百貨店販売、

通販、テレビショッピング等で販売を確

実に伸ばしている状況でございます。 

活動の成功の秘訣まではいかないと思

うのですが、一応秘訣ですが、やはり人と

人との交わり、また結びつき、これが最大

のエネルギーになったのだと私は確信し

ております。確かに当町は、人口は減少し

ておりますが、地域には多彩な人がおり

まして、魚に詳しい人はもちろん、加工、

料理、宣伝、デザイン、意外な経験や経歴

の持ち主達が私達に惜しげもなくアドバ

イス、またアイデアを提供していただき

まして、会を非常に盛り上げていただい

ているところでございます。 

現在の研究会は、会員は６名ですが、有

形無形のアドバイザーが２０名ほどおり

ます。もちろんもっといるのですが、一応

２０名ほどおります。私はその仲介役、こ

んなことができれば地域の力を出せるの

ではないだろうかという風に考えており

ます。これから、私達が考えております特

産品による地域づくりに貢献できればあ

りがたいなと思っております。 

本日はありがとうございました。 

 

□安島座長 

どうもありがとうございました。 

色々な多彩な方々が開発に携わってお

られるようですが、ご説明の中で「リゾー

トの方々」というのがあったのですが、そ

の辺少し説明を。 

 

□高橋氏 

リゾートって、これは大和ハウス工業

が大規模に開発して、昭和４９年ですか

らもう約４５年以上経ちますか、そこに

約７０万坪、２４３万平方メートルとい

う大きなリゾート地をつくりまして、ゴ

ルフ場とかホテル等もあります。そこに

今、定住者で５００人ちょっといるので

すが、夏は鹿部で、冬は東京、大阪、もっ

と温かいところから来ている人もいる。

そのころになりますと、人口が４，０００

人弱の町ですが、７００人、８００人とい

う方が今いる状態です。今はもう半分ぐ

らいに減っちゃったかな。今の時期にな

りますと帰ってしまいますのでね。そん

な状況ですが、その人達と町の町民との

交流、これは今の会とかじゃなくてスポ

ーツ、卓球でも、フラダンスであろうが、

男の料理だとか、そんなことで色々なと

ころで町の人、それから漁民とも、漁業の

方に、鹿部町はホタテの養殖が盛んなの

ですが、そういうところにお手伝いに行

っているという方もたくさんいらっしゃ

いますので、そういう方が地元の人との

交流を深めながら、まちづくりというか、

町をこれからどうしたらいいだろうか、

このような話をしながらやっているとこ

ろは見受けております。 
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□安島座長 

よくわかりました。どうもありがとう

ございます。 

それでは、続きまして、かまくら応援隊

の鈴木様にお話をお伺いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

□鈴木氏 

よろしくお願いし

ます。かまくら応援隊

の鈴木といいます。 

今朝、当地域の黒岩

山の山頂付近８００

ｍぐらいのところが

雪で白くなりました。

今年は台風第１９号災害により飯山市は

被災しました。市役所も内水により、１ｍ

５０㎝ぐらいまで水位が上がり、私が思

ったよりもとても大変な状況になってし

まいました。かまくら応援隊もボランテ

ィアとして、２日間ほど２トンダンプ２

台で１軒のお宅の被災ゴミの撤去を手伝

い、市からも感謝されました。分別するの

がすごく大変なのです。もう何でも良い

から積み、降ろす時に分別していくとい

う方法をとりました。 

もう一つの大きな出来事ですが、飯山

には飯山高校がございます。この高校は

スキーの名門で、スキー部は総合優勝を

何回もしていますが、今年は野球部が活

躍しました。なんと甲子園に行きました。

これは画期的なことで、雪国から甲子園

に行ったと、すごく話題になりました。こ

の地域は奥信濃といいまして、昔、昭和２

４年に飯山線森宮野原駅で積雪７ｍにな

り、電線を超えて渡ったという歴史がご

ざいます。その中に生きているという、

「克雪飯山」という課題が昔からありま

した。話がそれてしまいましたが、かまく

ら応援隊が作成したかまくらを舞台にし

たかまくら祭りは、とにかく安全に行っ

てもらいたいと思いながらかまくらをつ

くっております。今まで事故は１回あり

ました。活動の担い手は、平均年齢７０歳

以上ということで私も改めて認識しまし

たが、私も１０年前は６０歳でした。 

活動してきたことで苦労したことは、

かまくらは、バルーンを使うという特殊

なつくり方をするのですが、きっかけは、

私がチューブを３本重ねてブルーシート

をかけて、チューブをとったら犬小屋が

できた、それが最初でございます。それか

ら、近所に生地メーカーがあったことか

ら、特殊な合成ゴムでつくるバルーンを

開発し、かまくらをつくりました。当時は

スキー場の会社でバルーンをつくったの

ですが、スキー場がお客さんの低迷で２

年後に閉鎖しました。民宿も減り、かまく

らを提供していた観光協会も解散し、そ

の後、かまくらに関しては一般社団法人

信州いいやま観光局が継承し受け付けが

始まりました。市も、飯山はかまくらをＰ

Ｒするんだということで、２０１６年、国

のふるさと創生事業、４，６００万円をお

認めいただいて、市にはその内、５０％を

助成していただきました。それまでは、リ

ンゴの箱をひっくり返して腰かけにした

りテーブルにしていたのですが、気のき

いた机や腰かけになったり、仮設トイレ

が本設のトイレになりました。仮設トイ

レでは着込んできた上着を脱ぐことがで

きなかったので、すごく助かりました。雪

上車、スノーモービル等、シーズンのイベ

ントに使っております。 

また、飯山市はそのバルーン、金額が高

いものでございますが、３基を新調して

いただいたりしております。うちの隊長、

平井勝美が応援隊をつくろうということ

で、当初は１０人ぐらいで、今では２５人

ほどのメンバー登録がございます。人数

が増えてスムーズに、「今日は何個つくる

んだ」とか、そういうことができるように

なりました。雪の日もメンテナンスをし

て、お客さんを受け入れております。メン

バーは皆さん仲よく、それぞれの持ち味

を生かして、交通部長とか灯明部長とか

広報部長といった役割を担っており、ち

ょくちょく慰労会を行います。意見交換

をして、「こんなことをしていこう」とい

うことをよくやっております。皆さん平
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均７０歳なのですが、グリーン期は地元

の農業生産に従事し、重機を動かす人、大

工さん、電気屋さんといった技術者を有

し、年寄りのたくましさを感じるところ

であります。一杯やりながら、良い案や担

当者が決まっていきます。今回、かまくら

祭り２０回記念シンポジウムを行いたい

と思っております。あと４０日ほどでか

まくらづくりが始まります。 

ありがとうございました。 

 

□安島座長 

どうもありがとうございました。 

今は、スキー場はもうやっていないの

ですね。スキー場がなくなったかわりに

この活動をされているということですね。 

 

□鈴木氏 

そうですね。スキー場自体は地元の資

本だけで、外資は入っておりませんでし

た。インターハイも２回やっている、なか

なか有名なスキー場だったのですが、ス

キー人口が減ったことには勝てませんで

した。 

 

□安島座長 

お話の中に出てまいりましたが、信州

いいやま観光局というのは、ＤＭＯ（観光

地域づくり法人 ： Destination Managem

ent Organization）の成功例としてよく

取り上げられておりますが、色々なステ

ークホルダーの方が参加してうまくいっ

ている例の１つなのかなと私は思ってお

ります。ありがとうございました。 

それでは次に、特定非営利活動法人ほ

ほえみの郷トイトイの高田様にお話をお

伺いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

□高田氏 

私達の取組は、山口市阿東という山口

県の北東部の山間地域で行っています。

平成２２年２月に、地域内に唯一あった

スーパーが撤退したということをきっか

けに始まりました。買い物の課題という

のが顕在化したこと

で、買い物ということ

だけではなくて、これ

から人口が減って子

供が減っていく中で

課題が増えていくだ

ろうと、地域の中に不

安が一気に広まっていったということが、

事の始まりです。 

地域の人達と一緒に、その不安をどう

すれば将来の安心に変えられるのかとい

うことで話をしっかりしまして、最初に

一番苦労してやったのは、地域の皆さん

の意識を変えるということです。どうし

ても課題が増えて、社会環境が悪くなっ

ていくと、どうせ自分達の地域はだめな

のではないか、将来子供達が帰ってこな

いのではないかという風に諦めてしまう

のが地域にとって一番マイナスだなと感

じています。それを、何とかそのモチベー

ションを、自分達のふるさとの未来を自

分達で責任を持ちましょうという風に投

げかけをして、地域の中を皆さんに呼び

かけをして歩きました。結果として、平成

２４年４月に地域の中に地域拠点「ほほ

えみの郷トイトイ」ということで、地域の

寄りどころをつくろうという取組の中で

スタートします。そして、地域の将来像を

明確化するということを地域の皆さんと

してきました。コミュニティが壊れかけ

てしまったがために皆さんの中に不安が

広まったので、キャッチフレーズを「地域

の絆でつくる、笑顔あふれる安心の故郷

づくり」というふうにみんなで共有して

取組を始めます。 

最初はミニスーパーと交流スペースの

小さな拠点から始まりましたが、今では、

そこから移動販売車を走らせたり、介護

予防の取組をしたり、地域食堂をしたり

ということで、年々地域の中から皆さん

の声を１つずつ丁寧に拾って、どういう

課題が潜在的にあるのかというのをしっ

かりと聞き込んでいき、一つ一つ解決手

法として、１つやり方としてはビジネス

としてしたり、事業としてしたり、ボラン
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ティアの活動としてしたりということを

組み合わせています。まだまだ途中の取

組なので、本日は表彰いただいて非常に

ありがたいと思います。私達「ほほえみの

郷トイトイ」という団体が受賞させてい

ただいたというよりは、私達がやってき

たのは、地域の皆さんが、子供から高齢者

まで一人一人がその地域で輝いて、いつ

までもそこで幸せに暮らし続けたいとい

う願いを叶えられるようなプラットフォ

ームをつくってきたことです。ですので、

今回の受賞にあたっては、地域の皆さん

一人一人の頑張りを認めていただいたの

だなという風に、持って帰ってまた皆さ

んと一緒にこれからの取組をしていきた

いと思います。 

うまくいった秘訣というのは特にない

のですが、常に時代が変わればニーズは

変わってくるなと思っています。特に私

達は、地域の拠点と、そこから毎日地域の

中を走る移動販売車を使って、常に地域

の中の状況をマーケティングしながら、

何をしていくかということを少しずつた

めていって洗い出して、みんなで知恵を

絞って次にやるべきことをやってきまし

た。なので、これからも何をやるかという

のは、多分今私達の頭の中にあることと、

地域の中で今から起こってくることをし

っかりとすり合わせていきながら、その

時代に変化していきながら地域の中に、

人口はずっと減っていくとは思いますが、

とにかく笑顔があふれていくような、そ

ういう取組を目指して活動しています。 

本日はありがとうございました。 

 

□安島座長 

ありがとうございます。 

高齢者の買い物の問題を解決するとい

うところから始まって、全国でこの活動

はモデルになるのかと思います。買い物

以外にも色々なところに活動が広がって

いって、色々な展開を見せておりますが、

「トイトイ」ってどういう意味でしたか。 

 

 

□高田氏 

地福という地域に伝わる「地福のトイ

トイ」という伝統行事がありまして、年末

年始に子供達が、その年にとれたもち米

の藁を使ってこのぐらいの馬をつくりま

す。その馬を旧正月の１月１４日の夜に

地域内の各家庭に持っていって、「トイト

イ」と子供達が声をかけて隠れるのです

が、そうしたら玄関先を開けてお菓子と

かおやつと交換してくれるという伝統行

事が昔から形をあまり変えずに地福とい

うところでは守られてきたということで、

ちょうどこの拠点ができる直前に、それ

こそ国の方で重要無形民俗文化財に指定

していただきました。地域の皆さんに拠

点の名前を公募したところ、ぜひ「トイト

イ」というのを使ってほしいということ

で、そのようなネーミングになりました。 

 

□安島座長 

子供達が回ってお菓子をもらうのです

か。ハロウィンのような。ありがとうござ

います。 

それでは続きまして、最後の発表にな

ると思いますが、特定非営利活動法人今

庄旅籠塾の北村様にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

□北村氏 

よろしくお願いし

ます。今日は、こんな

立派なところへ呼ん

でいただきまして、ま

た、表彰していただき、

本当にありがとうご

ざいます。 

私達は今庄旅籠塾といって、旅籠（はた

ご）という名前のとおり、住んでいる地域

は京から越国（こしのくに）の方へ抜ける、

その峠の宿場町であった今庄宿（いまじ

ょうじゅく）というところに拠点を置い

ております。メンバーは初め５人で始め

たわけですが、今は２０人になっており

ます。色々な職業、性格、人間性、能力を

持っておりまして、お互いの異なった力



20 

 

を尊重しながら自分の課題を探し出せる

ように工夫しております。 

活動の発端になったことは、今庄地区

で困ったことです。その困ったこととい

うのは、全国にも共通することだと思う

のですが、人口が少なくなって、空き家が

増えて、だんだん町が寂れて、懐かしい今

庄宿の風景が崩れていくということなの

です。困ったと思う人はたくさんいるの

ですが、なかなか行動に移せないという

ことで、私達が、とにかく建物を残そうと

いうことで持ち主にお願いして、許可を

いただいて改修工事を始めたわけです。

ところが、さらに困ったことがありまし

て、気持ちは十分あるのですが、資金があ

りません。メンバーは色々な力を持って

いますが、金を持っている人は金を出せ

と、力がある人は力を出せと、汗かいて、

そして、金も汗も出せない者は知恵を出

せと。どれか１つ出せば何とかなるだろ

うということで、とにかく行動を起こし

ました。そして、古い江戸時代につくられ

た旅籠であった「若狭屋（わかさや）」と

いうところですが、壊される寸前の建物

を、改修工事をして何とか復活させまし

た。１００年以上たって今庄宿に若狭屋

が蘇ったということなのですが、またま

た困ったことがたくさんありまして、私

達はどちらかというと後期高齢者も含め

て高齢者が多いので、力がないと。そうい

うところに、メンバーの中に工業高校の

教員がおりまして、自分達が専門にやっ

ている建築の技術を実際に机の上、教科

書の中でなくて社会の中で学ぼうという

計画で、「町家改修と宿泊体験」というこ

とを始めました。大学の先生方も大学生

も参加されて、それから今年で１０年、何

とか続いてきているわけです。 

それによって、良かったこととして、当

然私達は異年齢の集団で世代を渡ってい

ますから、若い子は１６歳ぐらい、年齢が

上の人は７０、８０近い人ですが、年齢・

世代を超えて交流できたことと、若い世

代がまた何年か経って戻ってきて指導し

てくれるということ、技術がマニュアル

でなくて人から人へ、手から手へ伝わっ

たということで、建築の技術も、それから

色々な他の技術も伝わっていったという

良いことがあります。 

その他にもっと良いこともあるのです

が、最初に手がけた「若狭屋」というのは

旅籠でしたから、その旅籠の文書関係も

出てきまして、その文書に則った旅籠の

改修方法を学生とともに考えて、物語を

きちっと持った、あるべき姿の旅籠とい

うことで、改修結果は、多目的な文化施設

として、そこでイベントをやったり会議

をやったりという使い方をしています。 

２つ目に手がけた一般住宅の「山田家」

というのは、その中へ入ると親の家へ行

ったような、あるいは年寄りの家へ戻っ

たような、そういう雰囲気の家ですから、

ほっとできるようなカフェ「木ノ芽」とい

う名前のカフェに直しました。 

そして３つ目を手がけたのですが、「大

黒屋」といいます。この大黒屋も文書を調

べると、昔、明治天皇が北陸行幸の時に大

隈重信が泊まったという記録が残ってい

ますし、泉鏡花の「夜叉ケ池」、あるいは

山本周五郎が執筆したという話もあるの

で、こういうストーリーと、それからこの

大黒屋が持っている旅館であった時代と、

今庄は鉄道の時代もありましたから、鉄

道の時代には弁当屋としてこの大黒屋が

繁栄したということも含めて、地域のマ

ーケットとして改修をしました。それに

よって、もう最近は買い物難民と言われ

るくらい商店がなくなっておりましたの

で、独居者あるいは高齢者のための色々

な良い施設として活きています。 

私達はこのようにして地域の資源を磨

くという活動も同時に行い、そしてそれ

がさらに広がりを見せまして、行政にも

注目していただいて、ありがたいことに

「今庄プロジェクト事業」というプロジ

ェクトで予算をつけていただいて、私達

の活動に対して補助をしていただき、非

常に良い関係に進んでおります。 

また、地域で昔頑張っていた商売人さ

んも、それならばと少しずつイベントを
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やったりして頑張ってきていただいてい

ますし、そういう町並みを売りに、観光バ

スも最近増えてきました。私達に無料で

案内をしろ、という風な無理を言うよう

になってきたのですが、それも地域の活

性化として良いことだと思いますし、コ

ンサートをやりますと地域のお年寄りが

きれいな洋服に着がえてコンサートに行

くという、いまだかつてなかったような、

そういうおしゃれな場所にもなってきま

した。「地域おこし協力隊」というのがど

この県でもおられると思うのですが、そ

の若者も私達とともに動き出していただ

いて、私達は、他の団体の方のように商品

開発とか、あるいは経済的な見込みとか、

売り上げが何倍とかというようなことが

ありませんが、これから私達の色々な活

動をベースに、それを利用してまちづく

り、地域づくりが完成に向かうように使

っていただければ私達の活動が意味を成

すのかなという風に仲間同士慰め合って

おります。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

非常に若い、高校生も参加していると

お聞きしました。高校生は何人ぐらい参

加して、どんな活動をされるのですか。 

 

□北村氏 

毎年、少ない時で３０人、多い時で４０

～５０人、大学生も入れるともっと参加

しまして、男の子が多いので、この町屋に

１泊、そのまま夏場ですからタオル１枚

で寝て、そして私どもがご飯をつくって

あげるという活動を。 

 

□安島座長 

利用者として参加するのですか。 

 

□北村氏 

お客様でなくて、我々と同じ同業者と

して考えてください、同じ立場で仕事を

してくださいと、そういう風に高校生に

伝えております。 

□安島座長 

なるほど。ありがとうございました。 

５つの団体の方から色々お話を伺いま

した。それでは、これからは、審査員を務

めていただいた委員の皆様から色々質問

やご意見をお伺いしていきたいと思いま

す。 

それでは、西郷さんから順番でよろし

いですか。 

 

□西郷委員 

どうも皆さん、こん

にちは。私、まちづく

りの専門家で西郷と

いいます。よろしくお

願いします。 

この審査委員会で

長く皆さんの活動を

見ているのですが、本当にレベルが高く

なってきているというのをとても感じま

す。そういう意味では、プロの人達が入っ

ていないのにプロ以上の活動をされてい

る、レベルがどんどん高くなっていると

いうことで、要するに地域にある「本物」

をちゃんと地域の人達が見つけて、それ

を本物にしていくことによって成功して

いくというのを感じています。というこ

とは、本物を見つけられるというのは、地

域の人達のライフスタイル自体が変わっ

てきていて、本物を大切にするライフス

タイルになってきている。言ってみれば、

生活文化を大切にする社会ができ上がっ

てきている。日本は江戸時代から、自分達

の生活の文化の質がものすごく高いとい

う風に、世界的に見てもレベルが高いと

いう風にいわれていたわけですが、ここ

に来て改めて地域の生活文化のレベルが

高くなってライフスタイルそのものが非

常に本物になってきている。食べるもの

とか行動とか、そういうものですね。それ

が本物になってきていて、本物になって

きたものを、皆さんが課題解決とおっし

ゃっていますが、本物がもう見えてきて

いるのでね。それを考えると、成功してい

くというのが、まさに今日の皆様のご発
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言を聞いて感じていました。 

私は専門がまちづくり、町並みなので、

最後にご発言なさっていた今庄旅籠塾の

方にちょっとお聞きしたいのですが、町

並み保存というのは言われて長いのです

が、簡単なようでいてなかなか難しいと

いうところがある中で、まさに比較的私

は短期間にもかかわらず、かなりプロが

やるべきようなことをきちんとやられて

きた、本物がちゃんとできたということ

がすごいと思うのですが、それはプロが

集まったのですか。要するに、なぜこれだ

け本物のものができましたかというのが

質問です。今ご発言なさっていた中でで

すね。それから、たくさんの人が参加され

ているので、町並み保存というのはどう

しても一部の人達という風になってしま

う傾向がある中で、これだけたくさんの

人が集まれたものができたのかなという

のが、２点ご質問なのですが。 

 

□北村氏 

的確な答えができないとは思いますが、

短期間でプロの仕事がなぜできたかとい

うのは、プロのレベルがちょっとわかり

ませんが、私達は幸いにも大工、設計事務

所、そして学校の教員、それからデザイナ

ーなり、食品をつくる食品加工の方、多彩

な人が寄り集まったというところです。 

 

□西郷委員 

たまたまですか。 

 

□北村氏 

たまたまですね。理事長の高嶋は何で

もやりたい人間なので、誰でも引っ張り

込むという強引さがあるということです

ね。強引さがあるのですが、引っ張り込ま

れる人間は強引だと思わないところが良

いですね。本当です。左官屋の方も教える

ようなことをやっておられる方ですし、

そういうことが、お金はないが、お金以外

のことなら任せておけという。それで、お

金の方は行政の方が何とかするよとおっ

しゃってくださったところが幸運なとこ

ろかなと思います。 

それから、２つ目の、なぜ多くの人が参

加。これも理事長の高嶋がにぎやかなの

が好きだということですね。それから、理

事長は腕力がないので若い人にやって欲

しいなと言うと、若い人はやってあげよ

うかなという気持ちになる。他の団体の

方も言っておられましたが、やっぱり人

の関係がベースだと思います。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

それでは、伊藤委員、お願いします。 

 

□伊藤委員 

皆さん、こんにちは。

このたび審査を務め

させていただきまし

た伊藤聡子と申しま

す。 

私はメディアでの

活動でもしかしたら

皆さんもご存じの方が多いかと思うので

すが、実は事業創造大学院大学というと

ころで客員教授も務めさせていただいて

おりまして、それは何かというと、地域そ

れぞれの魅力をいかに発掘して、それを

雇用につなげて、そして地域の元気をつ

くり出していくか、こういうことを目的

に起業に特化している大学院大学で、私

自身は全国の地域、それから中小企業の

取組を取材させていただいて、どういう

視点でこれから活性化につなげていくの

か、元気につなげていくのかというテー

マで活動しているのですが、今回受賞さ

れた、たくさんの事例を通して、やはり皆

さん、困ったことをどう解決していくの

かが起点になっていると思いました。特

に、これから地方というのは課題先進地

域で、本当に困ったことがたくさん起き

てきます。でも、それらを逆にピンチをチ

ャンスに変えている、地域にとって困っ

ているな、厄介ものだなと思われている

ところに実はビジネスチャンスがあって、

それを集客につなげているというところ
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が、非常にたくましいと思いましたし、全

国に広げておきたい事例がたくさんある

なという気がして、楽しみながら審査を

させていただいた次第です。 

特に、今回国土交通大臣賞を受賞され

ました日高わのわ会。これは今でいう、い

わゆるシェアリングビジネス。本当に人

手不足になって労働力が足りなくなる中

で、十分なサービスを提供できないとか

活性化につなげられないという地域が全

国でも増えている中で、とにかく地域に

いるお母さん達が空いている時間でやれ

ることをやったら良いじゃないかと。そ

れによって困っている人を助けたら良い

じゃないかと。本当に単純でありながら

非常に純粋で、しかもその視点が一番大

事なんだよな、というところをうまくビ

ジネスにつなげているというところが非

常に感心しましたし、これは全国に広が

っていってほしい取組だなと思いました。 

女性の目線というのは、やはり人に寄

り添う力があるということ。それから、例

えば廃棄されるべきトマト、男性の目線

だったら商品にならないから捨てちゃお

うという発想になるところを、それ捨て

るのはもったいないよねという女性らし

い、主婦らしい感覚で加工食品につなげ

ていくなど、そういう女性の良さをふん

だんに活かしているなというところも感

心しました。 

お聞きしたいところは、本当に、２３事

業と多岐にわたっているのですが、その

中で収益の柱になる事業というのはどう

いう事業なのかというところと、それか

ら女性が空いた時間で何かやれることを

となると、大体子育てをしている人が中

心だと、子供が学校でいない時間にやれ

ることとなると限られて、集中するんじ

ゃないかなと思うんですね。その中でど

うやって事業を振り分けていかれたのか

ということですね。そのあたりをお聞き

していきたいなと。あと、全国に広げてい

くにあたって、ここがコツだよというと

ころがあれば教えていただきたいなとい

う風に思います。 

□安岡氏 

ありがとうございます。主なる柱とい

うのは、加工と言いたいところなのです

が、喫茶を２店舗やっておりまして、喫茶

の収益が一番大きいです。その次が加工、

その次が福祉事業。で、収益につながらな

いけどお母ちゃん達には必要な託児のあ

る児童福祉部もありまして、地域の子供

は地域で育てるみたいな事業もやってお

ります。受託事業は全体のほんの５分の

１ぐらいの収益のような形でやっており

ます。 

子育て中だからどうやって時間をやり

くりしたか、というところですが、始めた

頃は１３年前ですので、今関わっている、

お母ちゃんの子供達はみんな保育園に行

っていました。なので、保育園に行ってい

る間だけ働くという風な仕組みになって

いまして、朝早くにごみを出すとか、配食

のお弁当を夕方回収して洗うとか、そう

いう部分については高校生がバイトに来

たりとか、引きこもっている子供がアル

バイトに来たりとか、足らない部分はで

きる人を足すという風なやり方をしてき

たので、回ってきました。今は、お母ちゃ

ん達の子供達はみんな高校生や、大学生

になり、子育てが一段落して時間もでき

要るし、お金も必要で、そんな働ける時間

が長くなったお母ちゃん達から順番に常

勤雇用になりましたので、全員で１４名

の常勤雇用があります。その他にパート

が２０名ぐらい、障害者１７名ぐらいが

一緒になって仕事をつないでいます。障

害があろうがなかろうが、みんな同じ人

間なので、できる時間にできることをや

れば、助け合えば１日の仕事が回る、とい

う風な感じで運営しております。 

 

□伊藤委員 

全国に広げていくにあたっての何か秘

訣はありますか。 

 

□安岡氏 

全国に広げていくにあたっての秘訣で

すか。みんな同じ人間ですので、そこを大
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事にしながら、空いている時間をどう使

うかというところのマネジメントができ

る人がそこに１人いると、その人から順

番に広がっていくのではないかなと思い

ます。人を人がつないでいくみたいな感

じで、熱い思いのあるお母ちゃんにマネ

ジメント力がつくとすごく良いのではな

いかなという風には思います。まず１回

見に来てください。 

 

□伊藤委員 

ありがとうございました。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

それでは続きまして、堀口委員からお

願いします。 

 

□堀口委員 

皆さん、こんにちは。

「ＴＵＲＮＳ」の堀口

と申します。 

２０１１年の東日

本大震災があり、その

翌年に「ＴＵＲＮＳ」

というメディアを創

刊したのですが、実は、この「ＴＵＲＮＳ」

発刊前にも「自休自足」という、まさに地

域とつながるメディアを発行しておりま

して、更にその前身、まだ我々が出版社と

しての事業を始める前にも地域メディア

をつくりたいということで、ある出版社

と協業して「夢田舎」という地域メディア

の製作に関わっておりまして、実に３０

年近くに渡り地域メディアを発刊してき

た会社なのですね。地方創生の地の字も

言われる前から実は地域の現実を取材し

て各地を応援する取組をずっとやってき

ております。色々な危機感を持たれた自

治体さんと一緒になって、地域課題の解

決に繋がるような様々な取組をやらせて

いただいている中で感じるのは、今回受

賞された団体さんもそうですが、次の代

に“繋いでいく”ということを重要視され

てる地域が増えているということです。 

実は、今回のこの地域づくり表彰のご

縁で、「わのわ会」さんを取材させていた

だきました。６ページに渡り、わのわ会さ

んの取組、活動内容について取材させて

いただきました。そこにまた、今回の発表

では知りえない事例とか裏話なんかも出

てくるのでご参照ください。 

それと、各事例の内容には全て非常に

興味があるのですが、１つだけ質問した

いのは、今、繋ぐというお話をさせていた

だきましたが、「かまくら応援隊」のこと

で、平均年齢が上がっているというお話

がありました。ここに来られる来場者の

方がどんどん増えてきたりしていて、か

なり注目を集めていると思うのですが、

若い人達に関わってもらうような仕組み

作りは少しずつ考えられてるのでしょう

か？ 

 

□鈴木氏 

正直、特に考えておりません。応援隊の

多くは、グリーン期は田んぼのお手伝い

して、皆さん、引退なさった方が多いです。

現役でおられるのは３～４人おられます

が、皆さん、仲間が良いという。１０年前

平均で皆さん１０歳若かったのですが、

だんだん年をとってきました。あまりう

まくできない人はお呼びしませんので、

気の合う人だけでやっています。それが

一番生きがいですかね。 

 

□堀口委員 

ありがとうございます。私達が地域メ

ディアをつくり始めた時はまだ私も２０

代、もう今５０手前ですが、当時自分はま

だ若いと思ってやっていた人達がどんど

ん年代が上がっていってますが、その人

たちがこれまで培ってきたノウハウや知

見に若い人達が触れて、そこに惚れて地

域に入ってくるケースというのが全国で

どんどん増えています。だから、活動自体

のみならず、そこに取り組む人達の生き

様みたいなものに惚れて人が動いている

という多くの事例を見てきているので、

そういう場作りでも、ご縁ですから何か
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お手伝いさせていただければ幸いです。 

何か宣伝ばかり言っているような話に

なってしまいましたが、ありがとうござ

いました。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

それでは、瀬田委員、お願いします。 

 

□瀬田委員 

東大の瀬田と申し

ます。 

私は国土計画です

とか都市政策の研究

をしています。特に地

域の連携のまちづく

りみたいなものを研

究したりしていますので、今日ご受賞さ

れた様々な、非常に先進的な活動という

のが、どのような形で他の地域に広まっ

ていくかとか、あるいは他の地域と協力

してお互い高め合っていく、そのために

はどんな制度とかシステムとか、そうい

ったものがあれば良いかといったことも

研究の対象になっています。 

こういったことを研究していて、国土

交通省の色々な審議会・委員会に、昨日も

そうですし、先週も２回ぐらいありまし

たが、呼んでいただいてご意見をさせて

いただく機会が多いのですが、テーマが

全体としてやはり深刻ですね。今日のア

トキンソンさんの講演もそうでしたが、

人口減少ですとか、あるいは経済の縮小、

生産性の低下。あるいは、より都市的なテ

ーマになると、空き地・空き家ですとか限

界集落。あるいは都市にも最近限界団地

というのがどんどん増えています。それ

から、耕作放棄地、森林放棄地あるいは買

い物難民とかですね。それに加えて、ここ

数年というのは災害が非常に多い。地震、

津波、それから今年は特に台風の被害が

結構多かったのではないかと思いますね。

そういったことに当然しっかり対応しな

ければいけない。そのためには、国として

どんな政策をするべきかですとか、ある

いはそれぞれの地域の各主体にどういっ

たことをやっていただくのが良いかとい

うことを当然考えるのですが、どうして

も少し暗い話になりがちなのですよね。 

そんな中で、今日ここに立たせていた

だいて色々な事例をご紹介いただくと、

少し明るくなってくる。それは、こういっ

た活動自体をお聞きするだけでも非常に

明るくなりますが、先ほど休憩時間中に

皆さんで写真撮影をされていた。その時

に本当に皆さん同士仲良くやられていた

というのが非常に印象に残っていて、実

際の現場というのは結構深刻な部分もあ

るのかなと思いますが、それにもかかわ

らず本当に、恐らく明るく皆さんで協力

してやられているというところが非常に

印象にも残りましたし、そういったこと

が今後も非常に大事なのかなと思いまし

た。 

私から１つご質問させていただきたい

のは、「ほほえみの郷トイトイ」の活動で

す。やはり地域も常に同じではなくて、ど

んどん変化していくと。それに従ってニ

ーズも変わっていくんだよ、ということ

をお話しされていました。その変わって

いくニーズに対して、どんな形でそれを

くみ取ってマーケティングにしたり、あ

るいはボランティアの活動の対象にした

りするということだと思うのですが、私

も色々な地域活動を見ていて、言うは易

しなのですが、なかなかうまくくみ取っ

て、特にマーケティングとしてビジネス

としてやっていくというのは非常に大変

なことなのではないかなと思いますが、

その辺どういう形で新たなニーズ、ある

いは変化するニーズをくみ取っていくの

かという、その秘訣についてお話しいた

だければと思っています。 

 

□高田氏 

秘訣というほどではないですが、とに

かく地域の声をしっかりと聞くというこ

とです。最初に私達も痛感したのが、この

拠点を始めて、地域を歩いて「困っている

ことはないですか」という風にお年寄り
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に聞いて歩いたのですが、ほとんどの方

が「特にない」と。私はこうやって生きて

きたからみたいな。でも、見たら明らかに

一人暮らしのおばあちゃんがごみを出す

のも困っているわけですよ。ということ

は、「困っていることはないですか」と聞

いちゃだめなのだなということを僕達は

気づいて、信頼関係をまずつくっていき、

日常の会話の中で本当にお年寄りが一言

一言、自分の生活のありよう、本当に困っ

ていることを、家族にも相談できないよ

うなことを相談してもらえるような、そ

ういう信頼関係を、私達のところのスタ

ッフとつくっていくしかないなと。それ

を移動販売車のスタッフも含めてとにか

くうちのスタッフは傾聴ということをし

っかり頭に入れて研修もしながら、その

声なき声を地域から拾い集めるというこ

とを特にここ数年は力を入れてやってい

ます。その中で出てきたものに対して、１

つの事業としてはマーケットが小さいの

で成り立たないので、複数組み合わせて

１人を雇用することができるのではない

かという風に掛け合わせていって、少し

ずつ収益を得るように持っていっており

ます。それを常に走りながら少しずつ変

化させていって、今ここまでやっている

途中です。 

 

□瀬田委員 

ありがとうございました。大変参考に

なりました。 

 

□安島座長 

ありがとうございました。 

それでは、最後に峰委員からお願いい

たします。 

 

□峰委員 

皆さん、こんにちは。全国地域づくり推

進協議会の会長をしております峰でござ

います。 

今この会もだんだん小さくなってきま

して、現在３６自治体しかいない状況で

ございまして、その中で今、会長を仰せつ

かっておりますが、今

日も本当に素敵なと

いいますか、各自治体

が知恵等を出されて、

しっかりとした、地域

でしかできない、そう

いったイベント等々

に取り組まれていて、そして、またこのよ

うな活動をされていることに対して皆さ

んに敬意を表するところでございます。 

私は佐賀県唐津市というところで市長

をしておりまして、福岡空港から１時間

ぐらいのところです。佐賀県というのは、

南側に女の海といいますか有明海があっ

て、私が住んでいます唐津には男の海と

言われる玄界灘があるわけでございまし

て、魚の種類も全然違います。ワラスボと

かタイラギとかクチゾコとか、多分皆さ

んはピンとこないかもわかりませんが、

そういうものが有明海の方にはあります。

もちろん玄界灘の方は、唐津くんちに来

られた方がおられたらお分かりかと思い

ますが、アラとかタイとかがあるわけで

す。特に青物、アジ、サバ、地上養殖のＱ

サバとかいうのを今やっておりまして、

そういった風に、海があって山があって

川があるような町でございます。 

そのような中で、残っていらっしゃる

鹿部町製品開発研究会の皆さんにお尋ね

したいのですが、軽石を使った「ふっくら

軽石干し魚」というのがブランド化とい

うことで頑張ってこられたという報告を

いただきました。唐津には呼子というの

があるのですが、皆さんご存じですかね。

要するにイカですね。私達は、小さいころ

というか東京とかに出てくる前は、イカ

は透明なものとしか知りませんでした。

それが福岡とか大阪、東京に行くと白い

イカになるのですね。これ違うじゃない、

というような流れで、そのように呼子と

いうのは透明なイカを食べられるところ

でございます。ぜひおいでいただければ

と思うのですが、そのイカが今だんだん

揚がらなくなってまいりました。やはり

温暖化の問題とか、気温が１℃上がると
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魚は３℃ぐらい上がるということで、大

変存在が厳しい状況もありまして、多分

お隣の国あたりが最近大和堆あたりで大

変乱獲されておりまして、ああいった影

響もあるのかな等、色々考えているとこ

ろでございますが、先ほどこの研究会の

方のご挨拶の中にあったのが、補助金に

頼らないで頑張っておりますと。行政を

預かる者としては大変うれしいお言葉で

ございましたが、だんだん資源的に海産

物の資源というのがどうなのでしょうか

というようなところをまず１点お尋ねし

たいのと、軽石をどのような形でお使い

になられて「ふっくら軽石干し魚」ができ

ているのかなというのが大変興味があり

ます。はっきり言いますと、イカが獲れま

せん。どうやるかといったら、ＣＡＳ（C

ells Alive System）ですね。ＣＡＳで急

速冷凍をやって、それを冷凍庫にためて

おく。獲れない時はそれを解凍して、今技

術が上がっていますので、かなり生でも

おいしく食べられるような状況になりま

した。そういったことでやるしかないの

に、どのような形で海産物というような

状況を、まず１点お尋ねしたいのと、軽石

を使った干し魚の売り込みですね。 

それともう１点、よくイカを灯台下暗

しで、こういった製品はあまり食べない

のですよね。常に外にブランドして送る

ではないですか。でも、本当は自分達も食

して、それが全国に行った時にお土産に

持っていくというようなことが一番地域

としては良いんじゃなかろうかと思って

います。ですから、地域を誇りとして全国

にＰＲをするためにも、そのようなこと

というのは、どのような形で活動されて

いるかなというのがちょっと興味ありま

して、お尋ねしたいと思っております。 

 

□高橋氏 

わかりました。今、市長さんからお話が

あったように、もう全部わかっていると

いうか、まず魚をとって市場で競り落と

しますよね。競り落としたら、まず冷凍し

てしまいます。これは先ほど言ったとお

りです。競りで落としたものを冷凍して、

それからその都度必要なものを取り出し

て、それで今言った軽石干しにするとい

うことなのですが、種類的にいきますと、

まずホッケだとかソウハチ、ソウハチと

いうのはカレイです。それからイワシ。大

体今はこの３種類を中心に軽石干しをや

っているのですが、軽石干しというのは、

一番の特徴というのは水分を吸うことで

すね。今言った、獲って冷凍した魚を次の

日に解凍しておいて、それを加工して開

いて干すわけです。それに軽く塩を振る

のですが、この塩と低温で乾燥させるわ

けですね。これが製造過程では一番苦労

したことかなという気がします。 

それから、今、市長さんが言われるよう

に、工程的にはそういうことです。塩を振

って、大体、そのものの大きさにもよりま

すので何とも言えないですが、３％～

８％の間で塩を振って、そこから塩分を

とってもらうということになります。軽

石にとってもらうという形なわけです。

そこで一番大事なのは、においがなくな

るということ。僕が一番驚いたのは、子供

がこの魚なら食べられるという、これが

ちょっと驚きましたね。これならいける

のではないかと僕は思いました。 

やっぱり子供が食べられるというのは

何が一番あれかというと、先ほど言った

ように、においがちょっと。朝獲ったもの

をそのまま食べるのだったらそうでもな

い。魚はちょっと魚のにおいが。魚種が、

まず唐津とはだいぶ食種が違いますので、

何とも言えませんが、漁師町でもにおい

がするのですよね。やっぱりこれを子供

が嫌がるのですよね。だから、どうしても

肉に走っていくという。これは傾向的に

どこにもあることだと思うのですが、こ

れを改善するにはどうしたら良いかとい

うと、食べやすくしてあげるということ。

これには、今言ったように、においだとか

そういうもの、それから、ふっくらまろや

かにしてあげる。これは食べてみれば、今、

ふるさと納税の返礼品なんかはかなり出

ていますが、ぜひまた今年もふるさと納
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税の返礼品に軽石干しをお願いしたいと

いうことがかなり来るんですよ。という

ことは、１回食べればおいしいと。焼き魚

にすればおいしいよということなのです

よね。これがちょっとおもしろい、これか

らもっともっと広げていくというところ

かなと思っています。 

ただ、１点、これからその軽石干しをど

うやって広めていくかというと、魚種を

広げるとか、こんなことはできますね。と

ころが、これをもうちょっと別の工夫を

して軽石干しにしたいということです。

もちろんご飯にまぜて食べるとか、色々

なことは考えてやっているのですが、も

うちょっとこれをレシピ的に変えていけ

れば良いかなというのと、魚からもう少

し例えば肉だとか他のものにも変えてい

けないのかなと考えております。という

ことは、最初に言った、水分を吸うという

ことと、においがなくなる、この２点でも

う少しこの軽石干しを続けていってみよ

うかなと、今思っているところなのです。

ちょっと答えになっていないかもしれま

せん。ごめんなさい。 

 

□峰委員 

ぜひ、私、ふるさと納税をさせてもらい

ます。ありがとうございました。 

 

□安島座長 

どうもありがとう

ございました。 

１ラウンド終わっ

たところでもう時間

になってしまいまし

て、さらなる議論が時

間的にできないので

すが、何かありますか。 

それでは、ちょっと残念ですが、ここで

まとめをさせていただいて終わりにした

いと思います。 

今日表彰された事例というのは大変多

様で、色々な分野で皆さんご苦労されて

成功されています。また、それについて委

員の方より、ご専門の立場から色々質問

をいただいて、色々わかってきたことが

あるのかと思います。十分にはまとめら

れませんが、今後の地域づくりにも活か

していける視点が、いくつかあったと思

います。 

１つは、かなり多くの事例に通じるこ

とは、ちょっと厄介なものを逆転の発想

で逆手にとって利用して価値を生み出し

たのかなと思います。トマトの例とか、あ

るいは軽石もそうですし、空き家とかも

そうだし、雪もそうですね。本来どう処理

したら良いか困ったものが、使い方とか

発想を変えることによって、これまでに

ない使い方、つまり新たな価値の創造に

つながっているというところが、かなり

共通していることなのかなと思いました。 

２点目は、メンバーが多彩な方ですね。

同じ会社だとみんな同じことをやってい

るというケースがあると思いますが、地

域の方なので、色々な専門の方が集まっ

ているので、先ほど大工さんがいて、設計

士の方がいてデザイナーの方がいてとか、

色々な職業の方が集まることによって、

これまでにない新たな発想が出てくる。

そして、色々な方が参加できる、今の言葉

で言うとプラットフォームができている

のかなと思います。このような、みんなが

参加できるプラットフォームができると、

さらに色々な活動が広がっていくのです

ね。最初は１つのことだったのですが、

色々やっていくうちに次々に活動が広が

っていく。また、これから次は何をしよう

かなんていう話もあったかなと思います

が、そういう活動が広がっていく。そして

またそれが次の新たな収益事業に結びつ

いていくというような展開になるのかと

思います。 

お聞きしておりますと、あまり補助金

に頼ったところがなく、基本的には皆さ

んの自主的な活動があって、補助金は控

え目に支えているというようにお聞きし

まして、補助金の出し方にも工夫が必要

なのかと思いました。あとは、やはりリー

ダー的な格の人がどこにもいらっしゃっ

て、活動していくうちにリーダー的な人
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がますますリーダーらしくなっていくの

か、あるいはそういう方がいたからうま

く活動ができたのか、ちょっとわからな

い部分もありますが、そういうリーダー

の存在というのも非常に大事だったのか

と思っております。 

もう少し時間があるとさらに議論がで

きたかと思うのですが、この活動の場づ

くりですとか、今ある資源をもう一度ち

ょっと見直してみるとか、そのようなこ

とが新しい展開になるのではないかなと

いうことをまとめにさせていただいて、

今日のこのパネルディスカッションを終

了したいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 


